








 

研究目的 

 未熟児網膜症の予防および治療を研究する上には,実験モデルを作りこれに

ついて治療法を検討していくことが重要である。たとえば,本症と酸素との関連

について,Ashton らの実験動物に oxygen induced retinopathy を作ることに成

功してから,その病態解明が著しく進み,臨床的に予防の道が拓かれたことは周

知のことである。本症が酸素を使用しない例にも起こることは,文献的報告で明

らかであり,酸素以外で起こる本症の実験モデルを作ることが,またこれらの病

態解明につながることが考えられ,本研究を行うこととした。 


